
Q　
静
岡
県
藤
枝
市
で
は
、

簡
単
な
血
液
検
査
に
よ

る
ピ
ロ
リ
菌
胃
が
ん
リ
ス
ク

判
定
を
行
っ
て
い
る
。
が
ん

を
発
見
す
る
検
査
で
は
な
い

が
、
以
下
の
３
つ
の
利
点
を

挙
げ
て
い
る
。
１
つ
、
健
康

な
人
は
精
密
検
査
を
受
け
な

く
て
済
み
、
身
体
的
・
経
済

的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

２
つ
、
が
ん
に
な
る
危
険
因

子
を
早
期
に
見
つ
け
、
除
菌

な
ど
で
が
ん
を
予
防
で
き
、

将
来
の
医
療
費
を
削
減
で
き

る
。
３
つ
、
リ
ス
ク
群
を
絞

り
込
む
こ
と
で
、
精
密
検
査

を
効
率
化
し
、
が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
る
。
こ
の
血

液
検
査
リ
ス
ク
判
定
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

行
政

レ
ベ
ル
で
の
判
断
は
現

時
点
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

医
師
会
を
は
じ
め
専
門
家
の

判
断
と
協
力
を
得
て
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

Q　
市
民
の
命
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
一
歩
ず

つ
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が

今
後
、
当
部
局
の
方
向
性
は

ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

検
討

委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。

 ●

環
境
問
題
に
つ
い
て

Q　
成
東
総
合
運
動
公
園

か
ら
農
協
方
面
の
五
差

路
付
近
の
雑
木
林
の
中
で
、

シ
ラ
サ
ギ
（
保
護
鳥
）
等
が

増
加
し
、
鳥
の
死
骸
が
、
日

に
よ
っ
て
２
羽
、
５
羽
と
あ

る
。
日
中
も
悪
臭
が
酷
く
、

夜
に
は
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る

と
か
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
大
丈
夫
な
の
か
等
の
声
が

あ
っ
た
。
現
在
ま
で
の
市
の

取
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

平
成

16
年
か
ら
、
成
東
地
区

の
木
戸
の
海
岸
地
域
で
、
大

量
の
シ
ラ
サ
ギ
に
よ
る
、
糞
、

悪
臭
、
騒
音
と
い
う
問
題
が

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
、
木
戸
川
を
挟
ん
だ
小
松

地
域
に
移
り
、
そ
こ
か
ら
各

地
に
、
散
ら
ば
っ
て
い
た
の

が
現
状
で
す
。

　

南
郷
小
学
校
の
正
面
の
山

に
も
集
ま
り
始
め
、
平
成
22

年
度
に
糞
、
騒
音
、
悪
臭
等

の
被
害
の
相
談
が
地
元
か
ら

あ
り
ま
し
た
。

　

過
去
の
教
訓
で
、
千
葉
県

や
千
葉
県
野
鳥
の
会
の
指
導

を
受
け
、
対
応
し
た
結
果
、

南
郷
小
学
校
の
前
か
ら
移
動

し
ま
し
た
。

Q　
木
を
伐
採
し
て
も
、

移
動
し
て
い
く
の
で
は

解
決
に
は
な
ら
な
い
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
解
決
方
向
に
も

っ
て
い
く
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

巣
作

り
が
始
ま
る
前
に
山
林

等
を
き
れ
い
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
所
有

者
の
方
々
に
進
ん
で
山
林
の

整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
一
番
の
方
策
だ
と
考

え
ま
す
。

Q　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
調
査
に
つ
い
て
、

Ｈ
７
Ｎ
９
型
の
人
へ
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
の
は
初
め
て

で
、
世
界
的
大
流
行
と
な
る

人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
、
現

在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

現
在
、
本
市
で
鳥
を
飼
育
し

て
い
る
軒
数
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

現
在
、

市
内
で
は
、
５
軒
の
養

鶏
農
家
が
合
計
19
万
２
千
羽

を
飼
育
し
て
い
る
の
は
確
認

し
て
い
ま
す
が
、
10
羽
、
20

羽
を
飼
っ
て
い
る
よ
う
な
農

家
の
数
は
、
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

Q　
市
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
問
題
が
あ
っ

て
か
ら
、
何
ら
か
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
っ
た
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

現
在

の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
養
鶏
農
家
か
ら
、
死

亡
率
の
上
昇
等
の
報
告
が
あ

っ
た
場
合
、
県
の
家
畜
保
健

所
の
方
に
報
告
し
、
簡
易
検

査
を
行
い
、
異
常
が
あ
っ
た

場
合
は
、
精
密
な
検
査
を
行

う
形
に
な
り
ま
す
。

Q　
平
成
22
年
３
月
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
行
動
計
画
が
施
行
さ
れ

た
が
、
所
管
の
保
健
福
祉
部

だ
け
で
は
な
く
、
各
機
関
と

の
情
報
交
換
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
が
成
立
し
、

市
町
村
、
県
、
国
の
対
応
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
。
本
市

で
は
、
３
月
に
対
策
本
部
の

条
例
を
制
定
し
、
５
月
１
日
、

２
日
の
２
日
間
、
係
長
以
上

に
対
し
、
国
か
ら
の
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
、
市
が
対
応

す
べ
き
対
策
本
部
の
あ
り
方

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

 ●

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

Q　
平
成
23
年
３
月
定
例

議
会
に
お
い
て
、
本
庁

舎
前
の
階
段
や
ス
ロ
ー
プ
に
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

へ
の
手
す
り
に
よ
る
安
全
確

保
の
質
問
を
行
い
、
高
齢
者
、

障
害
者
及
び
妊
婦
の
皆
様
方

の
専
用
の
入
り
口
が
、
４
月

よ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
障
害
者
専

用
の
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
た

が
、
誰
も
が
見
て
す
ぐ
に
わ

か
る
身
障
者
優
先
の
マ
ー

ク
・
標
識
を
各
公
共
施
設
等

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

千
葉
県

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
等
の
中
で
、
公
益
的
施
設

等
に
駐
車
場
を
設
け
る
場
合
、

車
椅
子
使
用
者
駐
車
施
設
を

１
以
上
設
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
条
例
に

ガン検診車
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